令和８年度狩猟デビュー研修運営業務仕様書

１　業務名　令和８年度狩猟デビュー研修運営業務

２　履行期限　契約締結の日から令和９年３月19日

３　目的
　　本県においては、有害鳥獣捕獲活動や狩猟により加害鳥獣の捕獲が実施されているが、狩猟者の高齢化が進行しており、将来的には捕獲従事者の不足により、捕獲体制の維持が困難となることが懸念されている。
また、新たに狩猟免許を取得した者のうち、狩猟者登録を行い実際に出猟に至る者は全体の約半数程度にとどまっている状況にある。
このため、本事業では狩猟免許を取得したものの出猟経験がない者や、狩猟経験の少ない新規狩猟者等を対象として、捕獲現場を体験できる研修の実施や狩猟者同士の仲間づくりを促進する交流会の開催を通して、出猟意欲の向上を促進するとともに、捕獲の担い手の確保及び定着を図ることを目的とする。

４　業務内容
⑴　実施計画書の作成
以下の「研修計画案」に即した研修計画を立てたうえで、年間における業務の実施計画書を作成する。

研修計画案
	研修項目
	内容
	定員
	実施回数

	①わな猟デビュー研修
	・センサーカメラの設置方法
・くくりわなの設置方法
・くくりわなの見回り方法
・捕獲個体の保定と止めさし方法
・捕獲個体の解体
	15名/回
	２日間/回×２回

	②銃猟デビュー研修（巻き狩り）
	・捕獲現場での銃猟実習
	10名/回
	１日間×１回

	③銃猟デビュー研修（鳥猟）
	・捕獲現場での銃猟実習
	５名/回
	１日間×１回

	④新人狩猟者交流会
	・出猟準備から実猟までの取組概要
・兵庫県内狩猟団体等の紹介
・先輩狩猟者との意見交換
	40名/回
	１日間×１回



⑵　会場等の確保
　　講習に必要な会議室、実習の会場、必要な機材等を手配する。
⑶　受講者の募集等
受講者の募集のため、募集案内等を作成して広報を行う。また、申込の受付及び申込者の管理を行う。なお、各研修の受講者については、発注者と受託者が協議した上で決定する。

⑷　研修の実施
　　研修計画の内容に即した資料を作成し、現地の研修を企画して当日の運営を行う。

⑸　報告書の作成
　　各研修の内容及び実施結果について、報告書にとりまとめて発注者に提出する。

５　各研修における受講者の要件
　⑴　わな猟デビュー研修
以下（ア）の条件を満たし、原則として（イ）または（ウ）の条件を満たす者とする。
　　（ア）申込時点において兵庫県内に居住している者
　　（イ）兵庫県立総合射撃場が主催する令和８年度わな猟基礎講習会を受講した者
　　（ウ）兵庫県立総合射撃場が主催する令和７年度または令和６年度狩猟初心者講習会（わな猟）を受講した者

⑵　銃猟デビュー研修　
　　　以下（ア）の条件を満たし、原則として（イ）または（ウ）の条件を満たす者とする。
（ア）申込時点において兵庫県内に居住している者
　　（イ）兵庫県立総合射撃場が主催する令和８年度銃猟基礎講習会を受講した者
　　（ウ）兵庫県立総合射撃場が主催する令和７年度または令和６年度狩猟初心者講習会（銃猟）を受講した者

⑶　新人狩猟者交流会
　　　以下（ア）の条件を満たし、原則として（イ）の条件を満たす者とする。
（ア）申込時点において兵庫県内に居住している者
　　（イ）狩猟免許取得済で過去に出猟したことがない者




※各研修の受講料は無料とするが、旅費や猟具・実包の購入、狩猟者録等に関する費用は受講者の負担とする。

６　打合せ協議
　　業務の着手前に打合せ協議を行うものとする。その他、当該業務にかかる協議や打合せ等については必要に応じて実施することとし、実施した場合は内容をとりまとめて打合せ簿にて提出すること。

７　著作権及び成果品
　　委託業務にて作成した資料、写真等の著作権については委託者にあるものとする。講義に使用した資料及び受講生の出欠状況、受講状況（写真）等について取りまとめ、チューブファイル等に製本し、納品するものとする。
また、写真の使用について受講生等に誓約書をとることとする。
　１講義資料　１部　（電子媒体を含む）
　２受講状況　１部　（電子媒体を含む）

８　その他
　　本仕様書に定めのない事項については、発注者と受注者が協議して決定すること。


